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勝間田小児童に競技中の動画を紹介する坂下さん

「夢＝表彰台」に向かって努力を
■パラリンピック「スノーボード女子」代表選手が母校で講話
　「ミラノ・コルティナ2026パラリンピック冬季競
技大会（令和８年３月６日～15日）」のスノーボー
ド女子代表に内定した坂

さ か

下
し た

恵
え

里
り

さん（勝間田区出
身）が９月29日、勝間田小学校で講話を行いました。
　坂下さんは、バイク乗車中の事故で左足のひざ
から下を切断することになりましたが、５年前に
パラスノーボードを本格的に開始。現在、世界ラ
ンキング９位の坂下さんは、「やりたいことや夢
中なことなど色々興味を持って、楽しみながら挑
戦してほしい」と全校児童に呼びかけました。

まちのわだい　ズームイン
広報担当が取材に行きます。あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ちしています。

秘書広報課　☎㉓0040　　koho@city.makinohara.lg.jp   
　カシャ！！

御船歌に合わせて街中を練り歩く
■大江八幡宮、飯津佐和乃神社の御船神事
　９月14日、国指定重要無形民俗文化財「大江
八幡宮の御船神事」が大江地区で、県指定無形民
俗文化財「飯津佐和乃神社の御船神事」が波津・
相良地区で営まれました。
　この神事は、江戸時代の相良湊の廻船問屋が海
上安全や商売繁盛を祈願したのが起源とされ、菱
垣廻船と樽回船の模型船である長さ２メートルほ
どの「御船」を操り、神輿の先供をする行事です。
　浴衣姿の「船若」と呼ばれる青年が、柱起こし、
帆上げの後、御船を担ぎ地区内を練り歩きました。

大江八幡宮㊧、飯津佐和乃神社㊨の御船神事

生活情報 ◆�携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

　makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

◆�同報無線テレフォン
サービス　☎0999

（通話料がかかります）

◆LINE公式アカウント

　（ID : makinohara_city）

＊�問い合わせの市外局番がない電話番号には、最初に「0548」を付けて発信してください。

工事・委託名 予定価格（税抜）落札価格（税抜）落札率 落札業者

農 地頭方漁港海岸保全施設（港内工区）嵩上改良工事 128,350,000 123,000,000 95.83％ 共和建設㈱

観 地頭方地区沿岸部活性化基本構想案策定業務委託 2,710,000 2,200,000 81.18％ ㈱フジヤマ　島田営業所

建 市道須々木55号線外３路線用地測量業務委託 7,140,000 6,800,000 95.24％ ㈲二葉測量設計事務所

建 都市下水路内水ハザードマップ作成業務委託 9,080,000 7,370,000 81.17％ ㈱フジヤマ　島田営業所

都 火葬場整備に伴う都市計画決定図書作成業務委託 2,370,000 2,250,000 94.94％ ㈱フジヤマ　島田営業所

水 市道細江 1号幹線他配水管布設替工事設計業務委託 8,320,000 8,050,000 96.75％ ㈱大場上下水道設計焼津営業所

農：農林水産課    観：観光課    建：建設課    都：都市住宅課
水：水道課　　   問い合わせ  管理検査課  道田  ☎�2602入札結果の公表－８月

 

募
　
集

　
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
実

際
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

の
操
作
体
験
が
で
き
ま
す
。

日
程
・
内
容

［
入
門
編
］
①
12
月
１
日
🈷
、
②
３

日
水

［
基
礎
編
］
③
12
月
15
日
🈷
、
④
22

日
🈷

［
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
マ
ス
タ
ー
］
令
和
８
年

⑤
１
月
９
日
金
、
⑥
19
日
🈷

［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
心
・
安
全

に
］
⑦
１
月
21
日
水
、
⑧
26
日
🈷

会
場　
▼
②
④
⑤
⑦
＝［
榛
原
］榛
原

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
①
③
⑥
⑧
＝［
相
良
］

防
災
研
修
セ
ン
タ
ー（
市
商
工
会
館
）

対
象　
ス
マ
ホ
の
操
作
に
不
安
が
あ

る
人
や
、
操
作
を
覚
え
た
い
人

定
員　
各
回
20
人
（
最
低
５
人
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
申
込
フ
ォ

ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
各
回
開
催
日
の
10
日
前

申
込
先　
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　
増
田

☎（
23
）０
０
３
３    （
23
）０
０
３
９

　
自
分
や
社
会
が
持
つ
性
別
に
よ
る

無
意
識
の
思
い
込
み
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
イ
ア
ス
）に
つ
い
て
、カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
14
日
日　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　
牧
之
原
市
役
所
相
良
庁
舎　

４
階　
大
会
議
室

対
象　
中
学
生
以
上

講
師　
橋は

し

本も
と

恵け
い

子こ

氏
（
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
元
静
岡
第
一
テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
長
）

定
員　
30
人

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た

は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
し
込
む
。（
託
児
あ
り
）

申
込
期
限　
11
月
30
日
日

申
込
先　
地
域
振
興
課　
今
村

☎
（
23
）
０
０
５
３

　
茶
生
産
者
お
よ
び
菓
子
販
売
店
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
で
生

産
さ
れ
た
お
茶
で
あ
れ
ば
、
紅
茶
や

釜
炒
り
茶
な
ど
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　
令
和
８
年
２
月
１
日
日　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　
い
〜
ら

出
店
方
法　
①
通
常
ブ
ー
ス
（
１
店

舗
で
運
営
／
長
机
２
台
＋
荷
物
置
き

用
長
机
１
台
）　
②
合
同
ブ
ー
ス（
２

〜
３
店
舗
で
通
常
ブ
ー
ス
と
同
じ
広

さ
を
運
営
）
＊
応
募
数
に
よ
り
ブ
ー

ス
数
の
変
更
あ
り
。

出
店
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
11
月
28
日
金

申
込
先　
お
茶
特
産
課　
浅
井

☎
（
53
）
２
６
２
１

　
倉
間
温
泉
か
ら
粟
ケ
岳
に
向
か
う

初
心
者
で
も
安
心
な
初
級
コ
ー
ス
で

す
。
詳
細
は
、
申
込
者
に
案
内
を
郵

送
し
ま
す
。

日
時　
11
月
30
日
日　
午
前
７
時
45

分
〜
午
後
３
時
30
分
頃　

＊
集
合
：
榛
原
庁
舎
＝
午
前
７
時
45

分
、
相
良
庁
舎
＝
午
前
８
時

会
場　
粟
ケ
岳
（
掛
川
市
）

＊
集
合
場
所
か
ら
市
バ
ス
で
移
動

対
象　
健
康
な
小
学
４
年
生
以
上
の

市
民
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
料
、
郵

送
料
な
ど
）

定
員　
30
人

申
込
期
限　
11
月
24
日
🈷

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
登
山

部　
高
橋

☎
０
９
０
（
１
９
８
９
）
６
３
５
８

［
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
］

対
象　
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満

の
男
子　
＊
年
齢
は
令
和
８
年
４
月

１
日
現
在

１
次
試
験　
▼
推
薦
＝
令
和
８
年
１

月
10
日
土
〜
12
日
祝
の
う
ち
指
定
す

る
１
日
▼
一
般
＝
令
和
８
年
１
月
25

日
日

受
付
期
限　
▼
推
薦
＝
11
月
28
日
金

▼
一
般
＝
令
和
８
年
１
月
15
日
木

［
自
衛
官
候
補
生
］

対
象　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験
日
・
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ

て
実
施

申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
藤
枝
地
域
事

務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

お 

知 

ら 

せ

　
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
た
め
、
期

間
中
全
て
の
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
両
庁
舎
に
設
置
し
て
い
る

証
明
書
自
動
交
付
機
も
停
止
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
金　
午
前
６
時
30

分
〜
18
日
火　
午
後
11
時

問
い
合
わ
せ　
市
民
課　
榛
原
窓
口

係　
☎
（
23
）
０
０
２
１

　
滞
納
整
理
強
化
月
間
に
合
わ
せ
、

市
内
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
「
税

に
関
す
る
作
品
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
習

字
、
作
文
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
力

作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。詳
細
は
、11
月
上
旬
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　
11
月
中
旬
か
ら
２
週
間
程
度

会
場　
牧
之
原
市
役
所
榛
原
庁
舎
２

階
市
民
ラ
ウ
ン
ジ
、
相
良
庁
舎
１
階

玄
関
ホ
ー
ル

応
募
学
校（
予
定
）　
▼
榛
原
庁
舎
＝

川
崎
小
・
細
江
小
・
勝
間
田
小
・
坂

部
小
・
榛
原
中
▼
相
良
庁
舎
＝
相
良

小
・
菅
山
小
・
萩
間
小
・
地
頭
方
小

・
牧
之
原
小
・
相
良
中

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
収
納
管
理

係　
☎
（
23
）
０
０
２
２

　
静
岡
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
が
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学

す
る
際
に
必
要
な
資
金
を
、
無
利
子

で
お
貸
し
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
付
を
受
け
る
に
は
、
書
類
提
出

や
面
接
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
制

度
利
用
希
望
者
は
、
子
ど
も
子
育
て

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
就
学
支
度
資
金
］
入
学
す
る
際
に

必
要
な
学
習
用
品
な
ど
の
購
入
用
と

し
て
、
入
学
時
に
１
回
限
り
で
貸
し

付
け
る
資
金

［
修
学
資
金
］授
業
料
や
教
材
費
、
交

通
費
な
ど
の
費
用
と
し
て
、
修
学
期

間
中
毎
月
継
続
的
に
貸
付
す
る
資
金

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
子
育
て
課

曽
根　
☎
（
23
）
０
０
７
１

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
修
学

資
金
等
の
貸
付
に
つ
い
て

ス
マ
ホ
操
作
を
覚
え
た
い

人
へ「
ス
マ
ホ
講
座
」開
催

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
」

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う

「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
」
が
停
止
し
ま
す

小
中
学
生
に
よ
る
「
税
に

関
す
る
作
品
展
」
を
開
催

秋
の
紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

「
な
り
た
い
自
分
に
な
れ
る

道
」自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

申込フォーム

ホームページ

ま
き
の
は
ら
協コ

ン
チ
ェ
ル
ト

奏
曲
〜
第

10
章
〜
の
出
店
者
を
募
集

申込フォーム

FAX

▼
今
回
の
災
害
に
よ
り
、
一
瞬
に
し

て
ま
ち
の
姿
が
変
わ
り
ま
し
た
▼
広

報
担
当
の
自
宅
も
被
害
に
▼
が
れ
き

や
木
片
な
ど
が
散
乱
し
被
災
の
跡
が

生
々
し
く
残
る
街
並
み
を
見
て
、
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
▼
一
方
で
、
近
所

の
人
と
互
い
に
家
の
片
付
け
を
行
っ

た
り
、
見
舞
い
や
手
伝
い
に
来
た
人

と
会
話
し
た
り
す
る
姿
を
見
て
、
自

然
の
恐
ろ
し
さ
と
共
に
人
の
温
か
さ

や
共
助
の
力
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た

▼
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
無
理

せ
ず
前
を
向
い
て
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報

記帳台に記入する来庁者

橋幸夫さんをしのんで
■「静岡牧之原茶親善大使」橋幸夫氏逝去
　歌手・橋

は し

幸
ゆ き

夫
お

さんの訃報を受け、本市は９月 9
日、献花・記帳台を市役所両庁舎に設置しました。
　橋さんは、牧之原台地の地名が登場する自身の
曲「ちゃっきり茶太郎」で市の茶どころとしての
イメージ向上に寄与。その縁から、市は、橋さん
を「静岡牧之原茶親善大使」に任命しました。ま
た、令和３年の竜巻等災害時には、被災者へのビ
デオメッセージや義援金寄付など、市を応援して
いただきました。市では、橋さんのこれまでのご
貢献に深く感謝するとともに哀悼の意を表します。

味と品質日本一！自慢の静岡牧之原茶
■全国茶品評会で本市が６年ぶりに「産地賞」を受賞
　奈良県で開かれた「第79回全国茶品評会出品茶
審査会（８月26日～29日）」の「深蒸し煎茶」の部門
において、本市が「産地賞」を受賞しました。
　これは各茶種において、審査成績上位３点の合
計審査点数が最も高い市町村に対して贈られる褒
賞で、本市の受賞は６年ぶり３回目です。
　杉本市長は「産地賞獲得に向けて生産者が一丸
となって取り組んでいただいた成果であり、改め
て静岡牧之原茶が『味と品質日本一』が立証され
た。関係者の皆さんに感謝している」と話しました。

６年ぶりの産地賞の受賞を喜ぶ市職員など（８月29日撮影）

今号は、災害の関係で一部内容を変更した紙面となっています。
2025.10 MAKINOHARA 2223 MAKINOHARA 2025.10


